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：

g
,

足
ら
す
の
も
の
が 

三
-
4
¥を
ま
過
し
た
4
九
，

1
i

年
に
林
一
傭
八
千
莴
觀 

以
上
に
增
加
.し
て
'ゐ
る
タ
倚
#
社
.が
—

，の
费
用
^
 ̂

て
み
_
は
全
體
の
.：四

割

以

上

：
は

_

し
«

^

七

猶

五

千

萬 

池
を
超
過
し
て
：ゐ
る
ビ
い
ふ
.
^
.と
で
fe
vo
。
合
衆
H
の 

產
業
保
險
に
■
，て

は

保

險

料

不

挪

凇

契

約

.の
失
猶
^
 ̂

0す
も
の
で

ぁ

る

が

そ

れ

に
も
拘
ら
す
非
常
^
多
數
0
失 

劾

栽

が

：織

出
6
て
ゐ
：：'6
。：
万
&-
1
九
〇

一
年
ょ
ぅ
，

I

九 

I

一
 

年
の
十
ヶ
年
間
记
於
て
三
.大

翁

業

保

險

會

社

，
の

% 

、効

契

約

高

^

一

 

千

ニ

亩

五

十

與
#
ょ
-
ニ̂
千
1
:ー，百

七

十

旗

十

四
#

ス

./
\
四
九
')

，
：
雜

：

.
錄

m
.
K 號

m
III

j?

i

\ . 

I

i
u

1

;

V；

|
s.：

i



鋒

十

四

怨(

八
五
0

>

離錄勞働考保嗡の施設聋输ず

莴

仲

に

增

加

し

て

ゐ

る

：の

み

で

あ

る

.

/9
-
然

し

乍

ら

實

際
 

の
契
約
織
：結
高
は
實
に
三
千
八
西
六
十
興
件
で
あ
つ
れ 

e

い
ふ
乙
ビ
で
あ
る
。
こ
れ
绦
の
中
死
£1
者
を
除
く
過

半
數
は
中
途
‘に
於
て
失
効
し
た
も
の
”で
あ
る
r

—

.

.
.

■

.

ニ
ー
一
'

.

..

.

•

へ

.：

,

以
上
は
合
衆
_
に
於
け
る
產
業
保
險
の
實
際
で
あ
る 

:

次
ぎ
^
勞
働
組
合
及
び
_

$

助̂
紐
#
が
疾
《
保
敝
ビ 

關
聯
し
て
種
々
な
名
稱
の
許
に
給
與
す
る
埋
葬
费
に
就
：
 

<
論
述
す
る
？
偖
て
之
れ
等
の
圓
：織
が
こ
の
目
的
の
爲 

め
k
活
動
す
る
方
.法
及
び
範
11
1
は
*れ

―
-

相
®
抉
助
：
 

主
_

の

普

及

程

度

に

お

办

て

相

異

し

ま

衣

勞

漏

游

階

級 

0
.經
濟
狀
態
に
ょ
り
て
和
異
す
る
の
.は
..云
ふ
迄
も
な
 ̂

こ
^
で
あ
る
。
例
ば
#

*
利
^
於

：て

.は

共

濟

则

體

の

總
 

數
中
：の
三
割
が
寡
婦
及
び
孤
兒
に
»
し
.て一

時
.金
を
支
.
 

給
し
_
费
の
支
瀚
は
！I

割
五
分
の
も

.

の
が
實
行
し
て
居 

る
が
年
金
を
支
給
す
る
も
の
ば
僅
か
に
四
分
五
迤
に
過 

ぎ
な
い
。
次
ぎ
に
英
吉
利
に
，就
て
見
.る
拎
同
»
に
於
け

節六號ニニ

る
、友
渙
紕
合
.は
主
：ビ
し
七
そ
の
活
^

j

爵

保

險

{C
餘
.
 

く
も
の
で
あ
る
が
.

f
V

れ
^
も
.拘
ら
^
.
一
 

ヶ

年

に

四

千

萬

， 

卯
^
達

す

る.巨

大

な̂

«
を
»

^
游
に
.支

め

し

て

®

る

f e
でめる

o 

沖

I
.
:

然

し

乍&
相

真

的

连

命

保

徽
0

^

‘
も
發
逡
し
た
'る
國
'
 

|

低
恐
らく

八口

衆
國
を
措
.v
>
-
.

て
‘は
他
に
あ
る
ま
い
。
勞
働 

\

局
の
調
赍
^
ょ
れ
ば
を
.の
：勞
«

&

«
全
支
出
額
の
1
1
1
:

 

I

分
の
ニ
を
及
£
者
に
支
‘給
し
て
ゐ
る
。
«
く

の

ぬ'&
ま
 

給

は一

ヶ
部
k

一
 

萬

件

を

：下

ら

す

平

均

次

输

額

は

S1
W
:
 

卵
以
上
で
あ
る
。
然
し
：實
舞
は
於
て
は
支
給
額
に
は
# 

'常
其
著
七
い
：差
等
が
あ
：る
。
火
多
數
の
場
合
太
抵
ー
.
1亩 

I

一
弗
未
滿
の
も
の
$
あ
る
。
然
し
^
ら
中
は
«
支
給
額
が 

\
:

,,1

千
弗
！̂
至
三
千
弗
に
達
す
る
彼
の
鐵
道
從
業
者
の
組 

合

の

如

：ざ

異

例

が

あ

る

■ °
地
康
の
勞
働
組
合
は
財
政
狀 

、
態
が
非
常
代
鄕
弱
で
あ
邊
が
死
6
支
給
金
に
就
て
は
大 

ひ
に
力
を
注
ぐ
結
果
比
較
的
見
劣
り
の
す
る
も
の
で
は 

な
い
：
。

以

上

述

ぶ

名

が

如

き

保

險

藤

度

は

各

.
®

&

相

互

扶
助
の
精
翁
^
基
ぐ
組
織
に
し
て
加
入
者
の
數
頗
る
多 

數
に
上
る
は
賞
す
ベ
.き

で

あ

：を

が

同

時

に

-」

れ
等
の
« 

織
は
晚
府
の
發
表
に
明
か
な
る
が
如
く
何
等
保
險
の
理 

論
^
基
か
ぬ
も
の
で
あ

る

.か
ら
從
つ
て
禪
々
の
缺
點
を 

併
せ
有
し
て
t

o
 . 

•

 

_

.

ゾ
尙
ほ
今
一
つ
合
衆
國
に
於V

は
重
要
な
る
生
命
保
險 

機
關
と
し
，て
看
過
す
るV

j

 W

の
出
來
ぬ
も
の
が
あ

る

0 

そ
れ
は
所
謂
矿
愛
&

M

あ
る
。
-:
:
'
1
.
,

九
〇
|
及1

九
一
.

,

一
年
の
紙
計̂

X

れ
ば
^

^
«1

侖
の
保
險
に
.對
す
る
’.加 

入
仲
數
は
歡
通
の
坐
命
保
險
を
超
過
じ
保
險
金
痕
に
於 

て
ぬ
產
業
保
險
を
凌
漶
す
る
の
®

況
を
呈
し
て
ゐ
る

 々

:

且
つ
普
通
の
生
命
保
險
及
び
鹿
業
保
險
の
兩
窗
勝
れ 

る
點
は
經
：營
锻
，の
割
合
著
し
ぐ
小
：額
な
る
點
k

あ
.を
o ■ 

即
ち
經
營
费
の
割
合
は
前
者
が
收
鄭© .
.
ニ
割
後
者
が
四「 

割
^ '
:

占
む
に
對
じ
、
友
愛
保
險
に
於
で
：は
僅
：か
に
一
割 

阻

分

比

過

ぎ

な

ぃ。
:

'

.:

,

.

.

.

;-
.以
上
：©
外
に
所
謂
小
は
保
險
^
稱
す
る
保
險
組
_
が

ぁ
る
。"
_
£
1利忆
於
ー
て
汍
眯
ぼ 

グ
の
保
險
法
が
薇
#
，
ら
to
尨
,
此

め

制

傯

識

眼

‘

家
 

る\

レ
Z

ろ
は
小
额
な
る
^
命
及
藤
老
^

^
鉍
低
廉
な
る
.
 

保
^

^
に
よ
り
て
憲
於
ん
ビ
す
る
も
の
で
經
狻
は
®

ヾ
府
'に
於
て
«
擔
し
.保
敝
金
铜
を
生
命
保
險
は
亩
磅
？
養 

.

.老
保
險
は
2£
十
磅
を
康
高
.限M

N
b

ル
で
■の
0

の
人 

々
01
加
入
を
許
し
^̂
。”：綠
レ
^

紀
此
#
保
險
の
.實
«

は 

.頗
る
蒙
し
て
振
は
^
黎
じ
失
敗
ル
鼢
レ
た
。
象

.
_
:
 

に
•於
て
比
プ
ッ
.：ナ
：チ
?:
セ「

ツ
^
蚶
识
一
へ
九
0-
'七
雄
六
浪 

ニ

十

灰

ほ

妓

貯

赢

鈒

柘

保

險

制

^

^
設
け
妒
-
然
し
過 

虫
^
於
け
を
經
驗
は
餘
が
太
し
た
効
果
を
擧
ぐ
る
^
ど
.
 

が
出
來
な
か
つ
.た
。
我
が
H
本
に
於
て
も
遞
信
省
の
經 

鐵
亿
係
る
簡
易
生
命
保
險
な
る
も
の
が
’全
國
の
郵
便
屈 

M

於
で
開
始
せ
.6
.れ
で
ゐ
る
が
、
• 

U

時
.の
危
急
.に
.對
す 

る僅
：.

か

な

効

雨

の

外

は

_

底

去

本

ベ

き

程

の

實

績

ぱ

猶 

ぐ
る

が
出
、^'
-
ま

い
：と
.思
は
.
.
^
,
る
a
.

»
逸

に

：於

け

る

霖

繁

孤

兒

に

：適

坍

せ

ら

灸

\
筆

第十四卷

.
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八五

1
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錄
勞
働
澇
保
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^
な餘す
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虢
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H



第

十

四

猞

-
0 

第

六

鵾
 ̂

5

保
險
な
る
も
の
，は
.
|ス
八
七
年
及
び
一
八
八
八
年
^
苴 

:る
養
老
.做
|%
-
法
案
沢
議
會
に
於
て
討
議
^
附
せ
ら
れ
て 

居
る
時
一
部
の
人
々
0
間
に
間
題
泛
反
か
た
も
の
で
あ
：
_
 

る
。.
然
し
愈
勞
働
者
保
險
の
主
要
鄉
る
.三

種

.類

の

保

險 

R.
第

四

種

の

も

の
W

し

て

數

え

ら5:
-
、

に

至

つ

作

の

は
 

.'
1
九
ニ
へ
年
.の
法
#
の
結
果
で
'あ
る
。
こ
の
新
保
險
は 

實
際
に
於
て
撇
立
し
た
保
險
の
一
議
で
は
あ
っ
た
が 

經
營
上
癒
疾
保
險
S
鼠
聯
せ
し
め
&
れ
た
。
寡
婦
年
金 

は
寡
婦
が
結
婚
す
る
迄
受
領
す
る
も
の
に
し
て
.死
£
者
：
 

の
癥
痰
年
金
の
.三
割
に
栩
當
す
る
金
額
ビ
帝
國
補
助
金 

年
额
?£
十
縣
克
ヒ
を
支
給
せ
ら
る
、
も
吵
で
あ
る
。，
孤

に
し
て
長
子
は
死
亡
者
の
癒
疾
年
金
01

割
五
分
長
子 

以
外
の
孤
兒
はi

1

分
五
厘
ど
#
免
冲
等
に
#
國
補
助
金 

:

年
.額
二
十
五
^
克
を
支
給
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
0 
:但 

し

之

れ

化

對

し

て

は

ニ

般

の

制

皞

が

あ

る

。

'乃

ち

孤

a 

年
金
は
癒
疾
年
金
額
を
超
過
せ
.ざ

る
こ
S
及
び
*
婦
年
.

金
&:
孤
兒
年
金
と
‘の
..緻
計
：ば
.死
£
者
の
、年
金
0
，
一
 

$
 

■を
雜
過
ぜ
ざ
る
こ
と
こ
^
で
あ
-5
;
‘。

へ
 

' 以
上
め
外
佛
龊
西
及
び
丁
抹
に
於
て
も
寡
婦
及
び
孤 

兒
ft
對

し

で

年

金

^

支

給

す

る

の

制

度

を

設

立

.し

て

ゐ

I

四

.

.ハ
失
業
保
險
が
理
論
上
成
立
し
得
可
き
も
の
で
あ
る
i
-
 

ヒ
|-
1

疑
上
餘
_
が
な
い
デ
然
3
乍
ら
失
業
保
險
制
度
 ̂

わ

つ

て

失

業

救

濟

の

目

的

を

達

ず

る

こ

と

を

.得

る

や

否 

や
め
就
て
は
從
來
壞
々
疑
間
ビ
ぜ
ち
れ
た
鐺
で
あ
.5
0 

.
 

而
:1
>
:て
そ
の
根
本
の
原
、因
ば
失
業
に
關
す
る
統
計
の
不 

備

，
に
：
歸

ず

る

.も

の

で
あ
る
。
.
.詳
言
す
，れ
ば
失
業
統
計
に 

あ 

>
 て
は
.、
他
の
0

^

は
災
#.
統
計
の
*
合
と
異
っ 

て
菊
業
.の
原
因
が
自
已
の
決
意
化
.
1っ
て
支
配
せ
ら

る 

が
多
い
の
み
な
ら
ず
此
0
剑

別

'
が

頗

る

困

難

で
 

あ
る
。
そ
の
鍺
取
眞
に
職
を
求
め
で
得
る
能
は
ざ
る
も 

の
S
放
®

他
自
己
の
罪
過
に
甚
<
失
露
ど
勞
働
紛
•

等

に

基

ぐ

失

業

ヒ

?:
•
正

樾

に

臌

別

す

る

こ
 

い
。
.故
^
失
業
保
險
を
實
施
す
る
に
當
つ
て
如
何
な
るV: 

失
業
を
救
濟
す
る
か
そ
め
選
擇
が
困
難
で
^
る
許
り
で 

な
く
同
盟
能
エ
に
對
す
る
態
度
を
如
何
に
持
す
ベ
き
か 

も
亦
難
問
題
で：

あ
る
ヌ
幸
に
こ
の
問
題
は
解
決
す
る
；こ 

せ
が
出
來
る
ヾ」

し

て
i
副
業
を
有
す
る
場
合
又
は
他
0 

家
族
等
が
所
得
を
有
す
る
摄
合
R
は
如
何
に
.決
定
ず
ベ 

き
.が
の
困
難
が
殘
つ
ヤ
ゐ
る
。
尙
其
の
他
に
於
て
例
べ
.

:

ば
失
業
の
期
間
^
就
：い
{
も
自
己
の
意
思
如
何
に
ょ
b 

て
.影

響

を

受

く

る

こ

S

が
頗
る
大
で
あ
る
。
か
く
の
如 

A
も
亦
失
業
保
險
經
營
を
；̂
»
困
難
な
ら
し
む
る
大
な 

る
涼
因
を
な
し
て
.ゐ
'る
。
 

、：

:

之
れ
等
各
種
の
原
因
は
失
藥
保
險
の
組
織
を
：困
雛
« 

ら

..
L
め
其
發
達
を
阻
害
ず
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら 

從
來
勞
働
組
合
の
經
罃
す
る
處
に
徼
す
れ
ば
此
の
種
の 

保
險
も
決
し
•*
(
:成
立
不
W:
®
な
ら
ざ
る
.'0
:證
左
を
示
す 

.

も
.の
7?
あ
る
。ゝ
.勿

論

勞

働

組

合

の

範

圍

廣

汎

に

：
亘

ら

ざ

.；

る
結
：果
柑
互
に
事
.情
精
嫌
せ
る
一
こ
：ど

。

多

く

熟

練 

:

者
が
組
合
員
た
る
'と

ビ

。
，組

合

員

於

對

し

て

加

入

を

强 

制
せ
る
y j

せ
等
の
#
.殊
の
'事
情
に 1

#

き
て
勞
働
駔
令
0 

失
業
保
險
經
營
は
成
ほ
を
»
し
.た
.-5
も
'の
で
ぁ
ら
ぅ
。

そ
は
鬼
に
^
從
來
組
織
せ
ら
れ
^
る
失
業
保
險
の
制 

度

は

端

：西
：の

サ

ン

r

ガ
レ
ー
ン
*
に
設
立
せ
ら

れ

れ

る

も 

の 

>如
く
加
入
及
び
課
備
を
顧
制
す
る
も
の

。

同
じ
く 

バ
ー
セ
.ル
.市
^
實
施
を
見
る
4
.の

、
如

ぐ

加

入

の

み

を 

强
制
す
る
も
の
又
同
じ
メ
べ
^
グ
市
に
.見
る
1
の
、
如 

く
地
方
政
府
の
*-
營
^
し
て
任
篇
洳
入
ど
す
る
も
の
o
 

全
く
私
營
R
放
任
し
國
家
M

&-
は
干
渉
す
る
.こ
S
な 

き
i

の
等
の
種
類
が
あ
る
。

' 

V 

.

.

.

.

■
1

五
'

- 

.

.;

.

.

,

.

失
業
保
險
於
て
最
も
疾
く 

i
り
發
達
を
遂
げ
-

K

る 

國
は
端
西
で
、ぁ
る
。
ff
i
し

て

同

國

に

於

；
て

失

業

保

險

の 

:監
觴
を
な
す
:'
%
の
^
べ
ザ
ン
.市

に

於

妙

る

.失

業

保

險

組 

合

で

あ

るQ
 

,此
0
組
^
は

住

意

加

：入

の
^
p
-̂
lr
m
て
^
.
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八

暴

)
：

勞
働
者
保
險
0
施
殷
か
論
す

秦

戚

ニ
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怨
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雑

' 

,
錄

.

.勢働
者

f

險
め
糜
殼
か
擧

_

0

#
.の
；力

を

姐

て

加

入
^
■
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
組 

J:
合
の
資
金
は
加
.入
者
®
憶
金
$
屑
主
*-
0

_
金
及
：び
市
.の 

，
補
肋
金
ど
播
附
ょ
り
成
る
。
加
入
勞
働
者
の
醵
金
は
.
 

始
め
J
-A
九
1
1
1年
^
拟
：四
：十

|̂
丨，
あ
の
®

」

八
九 

'55
.年
^
は
‘伍

十

#

セ
增
額
せ
v
b
.れ
炎
。
又
市
/の
：補
坊 

.,額
社
.五
'千
法
で
あ
‘つ
妹
が
後
に
班
ら
に
：ー|千
法
を
增
ル 

.し
て
.七

千

法

に

改

め

ら

れ

^
げ

此

の11
-
命

の
.定

款

は

：劍 

立
以
來
數
.调
改
5£
せ
ら
れ
た
。
け
れ
ゼ
|

任
意
加
入
の 

te
l
則
は
始
終
雒
禅
し
て
今
H
に
及
ん
で
^
る
。

こ
の
ベ
ル
ン

W
の
組
合
^
次
で
サ
ン
。
ガ
V
ン
'T
1
Jに 

...
組
合
.の
成
立
を
.見
た
。
こ
0
サ
ン
'
ヵ
レ
ン
；市
：の
粗
合
は 

始
妁
ベA

ン

市

の

紐

合

を

模

範

ヒ

し

：て

組

織

せ

.ち

れ

：た 

も
0
.で

あ

つ

た

が

其

後

間
.も

な

く

强

裯

加

：入

主

義

を

採 

用

す

る

に

辛

；
つ

た

も

の

で

あ

る

.。

乃

.ち

同

市

の

條

例

に 

」

ょ

れ

ば1,

日

：の

賃

银

五
'法

を

海̂

^
る

：

|

切

め

勞

靈
 

は

特

別

の

规

定

に

ょ

ぅ

て

除

外

；せ

ち

る

S
も
の 

>外
.凡 

て

.^
保

礆

に

加

久

す

ベ

ち

義

務

を

有

す

る

親

^
で

ぁ

っ

#

1
 

二 

二
^

'た
.
"實

の

如
:|
*
ォ

：ぎ
,
、
:̂
#

必

叢

保

翁

度

.林 

,1

A
九

霞

收
3

し
5

,

 

A

s倉

塗
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}<
:
し

で

一

八

九
%
年
^

^
早
^
:名
«
激
.の
#

«
-«
邊
 ̂

立

到

：
つ

た

户

そ

_
.の

朱

雜

の

：；
生

，

^

原

因
'は

漦

輝

經

：
^
1
$
 

拙
劣
な
b
し

に

あ

る

ビ

共

R
各
種
の
勞
働
者
を
一 

:

切
卒
等
む
.取
极
抄
失
業
.

0

危
it
大
な
る
勞
働
者
ヾ
し
が
か 

,'
;
ら
ぎ
る
.勞
§

 

0間
敗
.涧
雕
©
區
别
.裏

.け
ぎ
办
'L
.て 

:

ヒ
铋
赧
本
的
失
欺
の
原
因
で
あ
セ
-
!
 ̂
.
:
へ
 

;

摄
後
杧4

八
九f

哔
k
メ T

ゼ
w
tt
l
ic
淤
で
失
業
保
.
 

猶
に
费
す
名
«

_

®:̂
准
#
.が
可
^
4
/必
^

^
;0
此
0 

保

禮

に

.據
れ
ぼ
年
所
禱
S
艰

:&
尜
«
め

-#
働

者

及

ぴ
 

:徒
弟
を
餘
く
外
の
凡
^
の
赞
は
狭
業
他
險
め
伽
八 

を
'强
制
世
ち
：る
、
.;-
?
>
:の^

^
る
ッ
然
し
乍
^
伽
^
は
强 

.制
す
.-5
奶
.れ
ど
.も
‘殺
«
金
_
«)
ず
^

-̂
の
で
は
な
い
。

.

從
：つ.

V

必

す

し

も

循

臉

滞

，：
の

經

營

す

.
る

保

險
 

に
_
入

，す

る

こ
3
を
必
要
^
す
る
4
.の
で
は
な
い
'.
0
失 

_
救
濟
め：

嶺

細

八

屮

仙

乃

至

'

1
1:

法
に
t

梅
險

料 

r

0多

：寒

如

何II
V
*cr
.
.
v
て
決
^
せ
■ら
.る..A..

も
e>
'
で
^
:
 

冬

：V:#
し
て
保
險
料
を
陳
fi
l
す
：

V

き
も
の
ば
勞
働
蔣
及
'
 

厢
_
の
兩
#
で
あ
つV

各
自
0
負

慠

率

は

勢

働

者

：
の

檝

'

.

類
に
よ
^
て 

一

i

定

し

で

ゐ

な

ド

。
，

-尙

ほ
.保

險

の

：

基

金

•は 

變

%

ル

シ

市

の

場

合

に

於

て

：述

べ

^
ミ

同

樣

に

し

，
て 

勞
働
者
及
び
傭
主
の
.
_
5
^
:
、
：市

の

補

助

金

、
：
其

：
^

.
意
办
#

^
よ』

成
立
し
.て
&;
る
ャ
:-
: 

.

 

:
.::
'
獨
逸
に
於
け
る
.失
業
傲
險
も
.瑞
西
の
制
度
.と
同
機
に 

:

燦
方
的
^
行
れ
て
ゐ
.る
も
の
で
、あ
る
。

コ
‘

ゲ
シ
市
の 

失

業

傲

勝

組

合

は
.
|
./\
'
九
六
年
に
‘設

立

せ

.
ら

れ

相

る

も
 

办
«
2)
,«'
。
、.而

し

て

：
.こ
の
保
險
に
加
入
す
る
:̂
.せ
ざ
.名 

夂
任
意
1C
.し

で

勞

働

者

ゅ

何

等

拘

束

を

®

く

春 

,
釦
^
で

ば

な

い

：。
|加
入
す
る
勞
磐
蜣
1
ヶ

靈

上

同

.
 

取
^
住
鹿
し
永
久
的
勞
働
不
«

0
狀
態
に
钹
き
も
©
 ̂

る
？
^
親
®
で
办
る
。
而
M
T;
保
險
料
の：

支

拂

參

部 

勞
.

®

«貲
擔
：t
.
v
:令
の
金
#
は
勞
働
考
.の
，•種

類

に

定

賺

ぃ

b
:
:
:
«
靈

勞

繁

ば

二

週

ー

夺

十

寒

：
熟

織

勞

働

蒸

保

■

で

等

•
 

/

.，
た

。
：
保

險

の

寒

金

は

加

.入

.
^
者̂
0
.醵
出
甘
を
^

^

^
 

,其
：
_
(0
;
#意
晚
寄
附
金
及
^
市
の
補
助
金
に
1-
,
免
て
% 

へ
る
。
し
か
.も
實
際
支
給
象
聽
^
亂
«
人
勢
懲
«
0;
-
醵 

:出
じ
^
.る
保
#

^

«外
0.
麻
源
上
()
'
-
.
得
?2
^
%
の
で
ぁ 

つ
^

P
こ
作
1

^

‘
方
.政
勝
0
.«:
織
せ
务
«:
^

5
^
殊
に. 

任
意
抓
入
主
龜
の
も
0
:̂

共
1
の

缺

_

吟
し
て 

:

危
敝
囊
勞
働
者
、の
み
^
加
入
し
<
然
か
ら
^
ん
も
¥

ば

加

会

變

し

■

■
上
^

^
る
^

^

»

1>
.
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を

得
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縱
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。
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^

■
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'蹲
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險
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■
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す
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.
-
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 ̂

ニ

/t
,

■

た

こ

の

®
盎

T

#
先

娶

實

管

努

力

し

，̂

組
合
に
加
人
募
.る
勞
働
■

對
し
V

i
組
合
加
入
；者 

.

も
の
は
白
囊
のV

X

ト

.市
J

る
o
ー

专

の
受
く
る
補
助
金
摘
を
#
準
と
し
て一

定
の
補
叻
金
を 

• 

ロ

顧

か

に

ニ

十

萬

の

一

都

市

に

過

ぎ

な

.か
0,
た

が「

九

.；
交

付

す

る

こ

ど
>
し

气
^
.

〇0
%

‘一

.
月

ル

ィ

ス
‘
ゲ

ル

，
レ
，
ッ
.ッ

ル

稭

導

の

下
k
:市

，

の

如

き

ゲ

ン

ト

市

の

'開
始
し
た
る
補
助
金
制
I
 

—

ら

失

業

保

險

の

甚

余

を

_

良

好

i

成
績
を
擧
ぐ
.
一
勞
働
組
合
の
失
業
保
險
の
實
a

を
獎
1 J
し
又

た

保
%
こ
 

るf

 

つ
ォ
乃
ち
市
は
失
業
保
險
の
甚
金
を£

$

て

勞|

加
入
す
る
勞
働
者
の
數
^
增
加
せ
，し
め
十
分
な
る
效
果 

働

細

合

，の

失

業

保

險

に

對

し

や

_
助
金
を
交
附
し
勞
働
を
擧
ぐ

'る
こ
と
を
得
た
'。
丽
し
て
一

度

こ

の

^

^
の
有

 

へ
者
の
失
業
せ
る
も
の
に
配
付
す
る
の
方
祛
を
採
つ
た
の
：

效
な
'る
を
見
た
る
各
地
各
國
に
■於
て
も
績
々
S
し
が
補 

;

:で
あ
る
。
か
く
の
如
き
補
助
金
額
は
赠
々
 ̂

助
金
制
度
を
設
く
る
の
風
と
な
办
白
耳
義
：に
.於
て
本
、 

i

酙
し
i

金
管
现
委
員
が
淡
定
す
る
も
の
'で
あ
る
が
大
ロ
三
萬
五
千
以
上
の
都
市
ば
凡
て
ぃ
、
る
補
助
金
の
.制 

.

:
體
に
於
て
勞
働
組
合
S

給
す
る
金
額
を
超
過
せ
ざ
る
—
度 

佛
蘭
西

、

瑞

面

、

伊

太

利

、

.

和

蘭

等

 

r
圍
k
於
て
各
人
に
#
給
し4

日

.法
以
上
；に
上
る
を
'

の
諸
國
化
於
て
も
各
都
市
又
は
谷
地
方
^
補
助
基
金
を 

許
さ
す
同
I

A

R一
 

ヶ
年
六
十
W
以
上
を
補
給
せ
ざ
るj 
I課
く
る
も
の
が
益
令
增
加
す
る
の
有
樣
.で
あ
，る
。

等
の
蹇
が
あ
る
，
尙
ほ
單
に
勢
働
組
合
5

助
金
を
右
の
外
直
接
各
個
の
勞
働
者
に
補
肋
金
を
審
す
る 

:

.
:交
附
す
る
時
は
紐
合
を
有
せ
ざ
る
勞
働
者
は
何
等
の
利y

の
制
度
が
1
A突
年
伊
太
利
の
ボ
ロ
グ
ナ

ラ

市
に
實

，
 

益
を
亨
受
す
る
こ

.
ビ
か
找
來
な

一

こ

'.I

.
な

る

。

こ

の

施

せ

義

白

藉
、
，

豫

蘭
西
、
_
逸
等
の
都
市
k
も
實 

點
に
於
け
る
不
f

.
を

餘

か

ん

が

た

め

に

同

市

は

勞

働

施

せ

：ち

S

る
I

f
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の
膝
此
に
終
つ
て
ゐ
る
。

:-
: 

■
及
び
失
業
等
の
場
合
は
於
け
る
凡
て
の
救
濟
組
織
を
一 

;

:
:强
制
的
失
業
睬
險
の
經
營
頗
，る
困
_
な
る
事
實
て
ゲ
:〗

時
，に
完
備
せ
し
む
る
こ
と
は
實
際
^
題
^
し
て
頗
る
_困

.

.. 

.
V

ト
式
の
補
肋
金
制
度
の
效
果
の
顯
著
i

复

.

難
多
き
議
で
あ
る
。
各
國
に
.就
て
見
る
も
凡
て
の
保 

:

は
任
意
的
失
業
保
險
を
採
用
す
る
'の
有
刺
な
る
こ
と
を
險
が
同
樣
に
：同
時
に
：發
達

b
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。

:;
:
龀
い
や
ゐ
る
デ
そ
の
中
に
私
つ
て
英
國
妒
ニ
九
一
' 
一.华

(

そ
れ
ぐ
の
國
に
特
有
な
る
*
情
に
因
り
て
#
殊
の
發 

:;
;
.篇

刺

的

失

業

保

險

を

，議

し

彦

，は

#
筆

亿

値

す

る‘邀
を
な
し
で
ゐ
る

d

,
明
か
^
る
事
實
で
あ
る
。
然 

も
の
^
思
ふ
。
骰
し
を
の
通
用
®
圍
は
頗
る
狹
少
.で

あ

か

ら

，ば
我
國
に
於
て
は
如
何
な
る
種
類
の
做
險
施
設
を 

:

,
る
が
最
初
の
試
み
S
し
で
は
巳
む
，を
得
ぬ
こ
ぐ
し
で
あ
ら
な
す
が
.刻
下
の
情
勢
に
.順
應
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
.論
_

:.
.ぅ
。
此
の
外
英
吉
利
に
於
.て
は
右
の
强
制
的
失
業
保
險
潜
の
私
見
を
以
て
す
.れ
ば
炎
辙
保
險
及
が
疾
病
保
險
の 

::
'
の
逾
用
钇
受
け
ざ
る
職
業
に
.»;
す
る
失
業
救
濟
の
爲
め
：
|
兩
制
度
の
實
施
^
あ
り
ビ
思
考
す
る
。
槳
務
上
の
災
害 

;
'.
に
補
助
金
を
：交
付
す
る
の
制M

を
設
け
て
ゐ
る
：
。
：

' 

及

ぴ

疾

病

に

對

し

て

谈

旣

に

現

行

民

法

に

ょ

り

.で

損

害 

1'

七

；
.、

 

賠
徵
！|
求
0.
途
が
ぁ
&
エ
薇
法
第
十
五
條
及
び
鑛
業
法 

4

上
を
以

て

主
な
る
.勞
働
者
保
險
の
.種
類
に
就
て
重\

第
八
十
條
に
救
濟
の
璐
％
か
あ
，
谷

。

然
し
乍
ら
之
れ
等
.

:

:,
.:'
.耍
諸
國
の
組
«
の
槪
括
し
^
る
‘沿
革
を
終
.ヒ
&
い
。
理
の
规
定
は
實
際
上
勞
働
者
に
幾
何
の
利
益
を
掰
し
た
る 

i V

し
て
は
勞
働
者
に
對
•し
'て
凡
て
の
練
類
の
保
險
を
か
顧
る
疑
問
で
あ
る
。
骨
拔
ぎ

R
せ

ら

.れ

て

多

く

の

缺 

、

齔
^
す
'る
こ
と
が
好
ま
し
$
の
は
論
を
俟
^
被
ビ
：こ
.ろ
陷
を
有
す
る
此
等
の

.規
定
が
空
文
に
終
b
勞
働
者
に
何 

3

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
炎
害
、

-€
'

柄
：，
孝

寡

婦

狐

兒

.

等
の
敕
濟
の
効
な
•き
こ
ど
は
旣
に
前
號
に
於
て
歐
洲
の 

:

第
屮
W
® 

(

八
五
七)

:
雜

，錄
勞
働

I
.險
I

I
寧

V

 

J

 

ニ

丸

.



i
f 

-I 

«
-
-
^
^
l
、

■-
•-
e
r
a 

i
*
«

■■
■
..

J
n
^
v
x
u
v
 ̂

f
 

V

Lrvvhiv̂
,̂

笫
屮 

C 

A

f
 

w 

.

.

錄

勞
屢
績
麄
愁
論
す

災
寄
保
險
#
沿
寧
を
.述
：ぶ
る
.：»
先
;1
>1;
言
#-
じ
.
^
9'而 

し
ザ
こ
 

'の
.民
法
的
救
濟
れ
代
る
.べ
き
昏
生
賓
任
法
さ
.へ
.
 

も
尙
ほ
連
用
上
妃
於
'て
.不
完
全
な
る
を
ゑ
れ
P

蒉
し
ろ 

,

で
*:
名(

。.
裳

に

事

實

玉

何

等

の

^

^

#

ず

拉

て

我

國 

の
#
働
者
が
災
害
.及
び
i

の
危
險
に
接
ず
を
こ
ど
は 

我
國H

業
0
將
來
の
發
展
#
對
す
る
大
な
る
障
碍
で
あ

.
 

る
.C然
ザ
然
ら
ば
•之
に
對
處
ず
る
方
策
:̂
5
て
エ
場
法 

.の
氣
備
者
保
^

^
度
の
^
施
钗
は
孰
れ
を
先
に
す
ベ
& 

か
ば
新
に
.論
^
べ
き
問
_题
；ど
な
“る
>
:而
.し
や
現
行
^̂
^

法
0:
:改
游
ば
'識
翁
の
容
易
£
酋
肯
^
ざ
ふ
こ
る
で
あ
ら 

,
5。
し
が
し
な
が
ら

H

場

法

を

完

備

せ

し

む

'る

こ

ど

は 

蜜
も
災
害
及
次
#
病
保
險
0
.必

要

を

輕

減

ず

な

も
©;
で
 ヾ

は

な

い

。
.マ
兩
者
は
孰
れ
%:
^

_

な

き

現

下

の

急

務

で

あ 

:る
：(?
;
.忠
ぶ
0
’
；:.
.へ
'「

:■〈

、
”
'
:
.
、
.
'
.
'

■:
■

■.ハ'
.

S

然
が
ら
ば
災
番
保
險
及
び
疾
病
保
險
ば
他
0
:稱
類
必
.
 

保

險

に

先

^

て

着

羽

す

べ

ぎ

必

要

*-
々
'̂
.じ
:̂
如

;#
な

.
 

る
賴
織
に
1;
>
て
之
を
經
營
す
ベ
き
が
は
次
ぎ
に
»•
&
;

第
六
鱗
.

r
l
Q

「

を
要
妒
各
問
題
で
あ
'る
。
換
言
ず
れ
ば
保
險
.の
，.經
營
を 

管
#
ど
す
べ
か
私
養
す
ベ
さ
が
、'
私
營
ビ
す
る
■

.
合
ぼ
は
翁
業
保
險
年
す
し
べ
き
か
柑
互
睬
檢
S
す
べ
き
か 

:

の
•問
題
之
.れ

で

あ

る

：

0;,
.
，

:■
:■:
 

i
.の
點
に
關
じ
で
先
.づ
災
害
保
險
に
の
、み
就
て
Mr
f

.
 

れ
ば
、
災
害
保
險
の
機
關
£-
'
し
て
營
利
會
社
を
採
闬
す 

る
は
：嚴
重
な
る
If
瞥
を
行
.ふ
#
は
敢
て
不
可
な
‘し

 ̂0
 

.す

る

ノ

勞

働

者

保

險

说

ぞ

0.

本

來

の

性

質

ょ

卜

見

.る

時 

.は

社
#
政

策

的

保

險

に
i

營

'利

會

社

の

經

徵

を

許

す 

可
か
.ら
ぎ
る
も
の
.
V如v>:'

で
あ
る
が
保
險
料
を
®
主
の 

負
擔
e
す
'る

時

に

は

前

述

の

如

く

^

る
は

 

'何
等
差
支
«■
.
 

名
.も

.®
で
あ
る
？
相
互
組
合
が
災
害
保
險
を
經
營
す
る
：
 

も

、
.
亦

特

別

に

排

斥

す

 

'ベ
き
.现
电
な
し
ビ
思
ふ
。
し
が 

.し
な
：が
ら
災
害
保
險
を
私
營
せ
ず
し
て
官
營
过
す
る
は 

现
論
上
最
も
好
ま
し
き
も
の
で
.あ
る
。
殊
に
保
發
金
支 

給
0'
友

法
?1
.し

で

却

金

を

採

る

場

合

：に

於

•て

は

官

營

と 

ず

ベ

き§

は
そ
^
支
給
を
確
實
な
ら
し
ひ
备
爲
め「

に

必
嬰
で
あ
在
。

.
'
,
. 

-

,: 

‘
:

’
次
ぎ
..に
疾
病
保
險
^
就
い
て
諭
す
れ
ば
仑
の
經
營
組

鵷
.ど
し
^
ぼ
偏
へ
to
rt
s
保
險
に
ょ
つ
：た
も
の
で
あ
つ

;

'
 

I
 

.
 

' 

.
 

.

V

ね

、

«

«

■

國

に

於

け

る

沿

稱

に

於

て

明

が

な

る

虹

く 

，淡

病

保

險

は

龃

合

組

_
,
砂

鏃

達

に

㈣

^
て

發

達

し

た

る

1
9
0 ^ 

'い
、
ふ.こ
'̂
.が
^
來
.5'
-
o，絡

か

も̂

#
利

の

.
例

を

■ 

. 

- 

.

.

.

.'
 

■
'
.
.

 

,

_

れ
：妒

こ

の

組

合

矽

經

營

す

飞

疾

病

媒

變

遂

に

官

鏠
 

傲
|%
!
を
_

ビ
t
る
.に
箪
つ
：拉
も
0
で
あ
つ
忆
o

な
が
^

:

®の
疾
病
保
隊
に
：啟
特
殊
な
る
®
雛
が
伴
ふ

• 

.

. 

•

も
の
で
あ
4

’。
從
つV

組

合

.§•紐

織

の

發

達

せ

ざ

る

處 

.

「

に

於

右

は+
母
な
る
效
來
ほ
徵
麵
き
も
の
と
：思
ふ
。
.
’
.

,
.以
上
(7
>
所
論
は
主
ビ
：し
セ
勤
働
蒋
保
險
の
.必
要
な
る
.

於
け
.を

該

^

®̂ ：
沿

革

を

麻

じ
i

に 

於
て
獲
に
如
何
ル
る
_
凝
0;
勞

働

者

傲

^

^

寶

施

す 

べ

き

が

に

些

か

論

及

し

，た

k
週
ぎ
な
い
？
勞
働
者
保
險 

の
施
|罗
論
す
て
ふ
論
題
に
對
し
で
岐
猶
多
く
の
問
®

♦か
取
殘
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
：へ
ば
被
保
險
者
の
範
圓
、
給

.

.

.

第
？
-i
i
i

 

(

八
艽
九)

■

，絡

勞

働

潘

保

險

の

P

P
を
論
す

#;
办
內
容
及
び
，其
0

1

保
臉
費
用
の
，負
櫞
の
如
き
，
 

間

題

ば

總

芏

求

^

論

述

し

务

い

レ

办

で

0

4

此

等
の
，
 

If
s
^
.
就い
て

は

.
、
一#
之

れ

を

他|3
-
に
'讓

り

不

完

全

学
 

ら
本
稿
を
一
先
.づ
：終
る
次
第
で
ぁ
4

.0
' 
§

一

附

巧

本

稿

の

執

堪|:
方
リ
て
參
考
し
た
る
拼
籍
か
列
舉
す
れ
ば
汝 

の
如
く
で
あ
る
。
'

I. M
，
H
u
b
i
n
o
w

 : 

■ 

w
.

 H
.

 

s
v
v
.
i
o
n
“

.p Social 

Insurance 

^

ft

i so-ci^.lnsu

H'a
n
c
e

 

in'

G
o-
ra'
p.
w.
-
v 

X
00
S
3
-

yo

H

R.: 
s
.
.

 

W
o
c
d
b
u
r
y

 : —

 
 ̂Social Ins

u
r
a
n
c
e 

s

c
.ル
..lyriller : 

I」Social 

W
P
^
C
H
P
O
.

0«
B-ilie .un.ted states 。

F. .
A
.
:
l
r
a
c
c
n
b
3
ic''.D0v

e
l
o
p

.Be.ri.t. -of^fotiern ’

w.Trrd

^'.

.縣
弘
元
氏
蕃

「

勞
働
保
險
諭

」

一
.

.

、
，
一.

-

.
■•
:
:'
,
.
.
. 

郇
川
美
截
氏
著

「

社
曾
保
險.論j 

■ 

,

'

社
#
政
欺
取
脅
編
貘「

勞
働
保
險J

'

.

,

;;'
. 

翁

泔

博

士

成

「

エ
勘
法
^
ま
働
‘保
險
1
'
:
.
"

贺
澉
博
士
著
片
獨
逸1-
於
け
る
社
會
政
笟
的
保
險
の
tu
來」

ハ
金
井
敎 

授
在
職
ニ
十
五
牟
記
念

「

■#
近
社
會
政
篼

」

所
.載)

'

氣
賞
博
'士

解

說「

7
ネ
.ず
.ツ
ボ
が
ィ
少
チ
比
經
濟
レ

'

飨

六

號

r

n
。

y
M
H


